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県本部現業評議会第51回定期総会
日　時　12月12日（土）午前10時～
場　所　自治労会館
内　容　(1) 経過報告
　　　　(2) 議　　事

　

安
倍
政
権
は
、
強
行
採
決

し
た
戦
争
法
案
の
審
議
、
内

閣
改
造
を
め
ぐ
る
新
閣
僚
の

資
質
問
題
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
大
筋

合
意
な
ど
、
正
面
か
ら
受
け

る
べ
き
議
論
や
批
判
、
そ
の

全
て
に
蓋
を
し
、
臨
時
国
会

の
召
集
を
年
明
け
に
見
送
り

ま
し
た
。

　

例
年
で
あ
れ
ば
、
す
で
に

臨
時
国
会
に
お
い
て
給
与
法

が
改
正
さ
れ
、
地
方
で
の
労

使
交
渉
が
本
格
化
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
国
家
公
務

員
の
給
与
改
正
は
依
然
不
透

明
と
な
っ
て
お
り
、
総
務
省

も
「
国
の
給
与
法
施
行
前
に

条
例
を
施
行
す
べ
き
で
は
な

い
」
と
、「
助
言
」
と
い
う

不
当
な
介
入
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
結
果
、
自
治
体
当
局

も
「
国
の
改
定
状
況
を
見
極

め
て
対
応
す
る
」
な
ど
と
、

賃
金
確
定
交
渉
は
、
12
月
議

会
へ
の
給
与
条
例
の
提
出
・

年
内
差
額
支
給
と
い
う
、
例

年
の
取
り
組
み
に
支
障
が
生

じ
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま

す
。

　

一
方
で
、
全
国
的
に
は
、

粘
り
強
い
交
渉
の
中
で
、
給

与
条
例
提
案
・
年
内
差
額
支

給
を
決
め
た
自
治
体
も
あ
り

ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、

県
地
公
労
は
、
２
０
１
５
人

事
委
員
会
勧
告
の
実
施
な
ど

を
求
め
11
月
17
日
、
第
３
回

目
の
交
渉
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
県
当
局
は
、

「
国
や
他
県
の
動
向
及
び
本

県
の
財
政
状
況
等
諸
般

の
事
情
を
考
慮
し
て
検

討
し
た
い
。
12
月
議
会

で
条
例
案
を
提
案
す
る

の
は
難
し
い
」と
回
答
、

年
内
決
着
は
困
難
と
な

り
、
越
年
と
な
り
ま
し

た
。
県
地
公
労
は
、「
賃

金
・
労
働
条
件
は
県
が
自
主

的
・
主
体
的
に
決
定
す
べ
き
」

と
の
立
場
か
ら
引
き
続
き
勧

告
事
項
の
速
や
か
な
回
答
と

実
施
を
求
め
て
い
く
と
し
て

い
ま
す
。

第 52 回護憲大会であいさつする
福山平和フォーラム代表

安
倍
政
権
と
総
力
で
対
決

青
森
で
第
52
回
護
憲
大
会

　
「
不
戦
と
民
主
主
義―

戦

後
の
誓
い
を
忘
れ
な
い
！
憲

法
理
念
の
実
現
を
め
ざ
す
第

52
回
大
会
」（
略
称
・
護
憲

大
会)
が
11
月
14
日
か
ら
16

日
の
３
日
間
、
青
森
市
文
化

会
館
大
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、

全
国
か
ら
約
１
８
０
０
人
が

参
加
し
、
戦
争
法
廃
止
、
憲

法
改
悪
反
対
に
向
け
決
意
を

固
め
ま
し
た
。

　

開
会
総
会
で
は
、
実
行
委

員
長
の
福
山
平
和
フ
ォ
ー
ラ

ム
代
表
が
あ
い
さ
つ
し
、「
戦

後
最
大
の
平
和
と
民
主
主
義

の
危
機
、
生
活
の
危
機
を
迎

え
て
お
り
、
安
倍
政
権
退
陣

に
向
け
、
戦
争
法
廃
止
、
辺

野
古
新
基
地
建
設
阻
止
、
原

発
再
稼
働
阻
止
、
民
主
・
社

民
党
主
導
の
選
挙
共
闘
で
参

院
選
に
勝
利
し
よ
う
」
と
呼

び
か
け
ま
し
た
。

　

来
賓
か
ら
の
連
帯
あ
い
さ

つ
の
あ
と
、
藤
本
事
務
局
長

が
基
調
を
提
案
し
、
戦
争
法

廃
止
、
憲
法
改
悪
阻
止
、
辺

野
古
新
基
地
建
設
反
対
な
ど

安
倍
政
権
と
の
対
決
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　

続
い
て
、「
戦
争
法
阻
止
、

立
憲
主
義
確
立
、
憲
法
擁
護

の
た
め
私
た
ち
は
今
後
ど
う

闘
う
の
か
」
を
テ
ー
マ
に
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
。
中
野
晃
一
上

智
大
学
教
授
、
清
水
雅
彦
日

本
体
育
大
学
教
授
、
ル
ポ
ラ

イ
タ
ー
の
鎌
田
慧
さ
ん
、
戦

争
を
さ
せ
な
い
１
０
０
０
人

委
員
会
信
州
事
務
局
の
喜
多

英
之
さ
ん
の
４
人
の
パ
ネ
リ

ス
ト
が
安
倍
政
権
の
政
治
反

動
に
対
す
る
取
り
組
み
を
報

告
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の

展
開
に
向
け
て
意
見
を
交
わ

し
ま
し
た
。

　

翌
日
参
加
者
は
、
憲
法
問

題
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
分

科
会
や
六
ヶ
所
核
燃
料
サ

イ
ク
ル
な
ど
を
視
察
す
る

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
に

参
加
し
ま
し
た
。

　

三
日
目
の
閉
会
総
会
で
は
、

「
戦
争
法
」（
戦
争
を
さ
せ

な
い
１
０
０
０
人
委
員
会
）、

「
辺
野
古
」（
沖
縄
）、「
再
処
理
」

（
青
森
）、「
再
稼
働
」（
鹿
児

島
）、「
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃

棄
物
地
層
処
分
場
」（
北
海

道
）
を
テ
ー
マ
に
全
国
各
地

の
闘
い
の
特
別
提
起
が
行
わ

れ
た
あ
と
、大
会
の
ま
と
め
、

遠
藤
三
郎
賞
・
平
和
運
動
賞

の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
最
後
に
大
会
ア
ピ
ー
ル

を
採
択
し
閉
会
し
ま
し
た
。

いばらき総がかり行動

日　　時   12 月８日（火）　※雨天決行
場　　所   ＪＲ水戸駅北口
行動内容 　◇リレートークと宣伝行動
　　　　　　17：30～18：20（水戸駅北口）
　　　　　 ◇デモ行進（宮下銀座入口～
　　　　　　水戸南町自由広場）
　　　　　　18：30 ～ 19：30

主　　催　戦争法の廃止を求める茨城県
実行委員会

そ の 他　組合旗・のぼり旗、横断幕、
プラカード、ペンライト、懐
中電灯等を準備して下さい。

再び戦争への道はＮＯ！
みんなの力で戦争法を廃止に
再び戦争への道はＮＯ！
みんなの力で戦争法を廃止に

　

関
東
甲
公
共
サ
ー
ビ
ス
民

間
労
組
評
議
会
第
５
回
定
期

総
会
が
11
月
14
日
、
自
治
労

本
部
で
開
か
れ
８
都
県
本
部

か
ら
68
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
澤
田
議
長
（
栃
木

県
）
は
、「
私
た
ち
公
共
民

間
職
場
の
組
合
員
が
結
集

し
、
担
保
さ
れ
て
い
る
労
働

三
権
を
最
大
限
に
活
用
し
、

賃
金
・
労
働
条
件
を
改
善
し

て
い
く
取
り
組
み
を
全
体
で

進
め
て
い
く
事
が
重
要
で
あ

る
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
来
賓
の
鬼
木
本

部
総
合
公
共
民
間
局
長
が
あ

い
さ
つ
し
、「
公
共
民
間
の

非
正
規
職
員
の
組
織
化
状
況

と
し
て
は
３
万
７
千
人
（
全

体
の
６
・
８
％
）
に
留
ま
っ

て
お
り
、
職
場
全
体
の
労
働

環
境
改
善
を
実
現
し
て
い
く

た
め
に
は
、
自
治
労
方
針
の

10
万
人
組
織
化
へ
向
け
、
今

後
４
年
間
を
か
け
て
取
り
組

み
を
強
化
し
て
い
き
た
い
」

と
強
調
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
橋
本
本
部
公
共
民

間
評
事
務
局
次
長
、
自
治
労

組
織
内
参
議
院
議
員
の
相
原

久
美
子
さ
ん
か
ら
も
激
励
の

あ
い
さ
つ
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
執
行
部
よ
り
経
過

報
告
、
活
動
方
針
、
役
員
選

出
に
つ
い
て
一
括
提
案
が
あ

り
、
全
体
の
拍
手
で
承
認
。

引
き
続
き
、
各
都
県
本
部
か

ら
取
り
組
み
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、「
私
と
公

共
サ
ー
ビ
ス
民
間
労
働
組
合

の
運
動
」（
講
師
：
石
野
前

自
治
労
公
共
サ
ー
ビ
ス
民
間

労
組
評
議
会
議
長
）、「
労
働

法
制
の
規
制
緩
和
に
つ
い

て
」（
講
師
：
指
宿
日
本
労

働
弁
護
団
事
務
局
長
）
の
記

念
講
演
を
受
け
ま
し
た
。

関東甲・公共サービス
民間労組評が総会

労働三権を活用しよう
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嶋
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の
ニ
ュ
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ス
の
裏
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⑮

郡司彰の
国会レポート155

〈
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、審
議
を
充
分
に
〉

茨
城
国
保
労
組

充実の医療保障の団体生命共済を、
引き続きご利用ください。

安
保
法
制
の�
立
法
事
実
�

　

そ
の
法
律
は
な
ぜ
必
要

か
。
法
律
の
必
要
性
や
正

当
性
を
裏
付
け
る
客
観
的

な
事
実
を
「
立
法
事
実
」

と
い
う
。
安
保
法
制
（
戦

争
法
案
）
を
め
ぐ
る
国
会

論
議
で
は
、
政
府
が
説
明

し
た
見
せ
か
け
の
立
法
事

実
が
、
音
を
立
て
て
崩
れ

落
ち
た
。

　

石
油
タ
ン
カ
ー
が
通
る

ホ
ル
ム
ズ
海
峡
を
イ
ラ
ン

が
機
雷
で
封
鎖
し
た
ら
、

集
団
的
自
衛
権
を
行
使
し

て
機
雷
を
取
り
除
き
、
わ

が
国
の
存
立
を
守
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
ホ
ル
ム

ズ
海
峡
封
鎖
は
重
要
な

「
立
法
事
実
」
だ
っ
た
は

ず
だ
が
、
可
決
強
行
の
５

日
前
、「
ホ
ル
ム
ズ
海
峡

で
の
機
雷
封
鎖
は
、
発
生
を

想
定
し
て
い
な
い
」（
参
院

安
保
特
別
委
で
の
答
弁
）
と

首
相
自
ら
全
否
定
し
た
。

　

こ
こ
ま
で
は
広
く
報
じ
ら

れ
、
反
対
世
論
も
広
が
っ

た
。
だ
が
、そ
れ
な
ら
な
ぜ
、

政
府
は
成
立
に
固
執
し
た
の

か
。
深
層
に
迫
る
報
道
は
、

い
ま
だ
に
少
な
い
。

　

す
ぐ
れ
た
例
外
の
一
つ

が
、『
中
日
新
聞
』
９
月
22

日
付
朝
刊
の
１
面
を
飾
っ
た

「
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
安
保

法
」。

　

米
政
府
の
ア
ー
ミ
テ
ー
ジ

元
国
務
副
長
官
、
ナ
イ
国
防

次
官
補
ら
が
２
０
１
２
年
に

ま
と
め
た
対
日
提
言
「
ア
ー

ミ
テ
ー
ジ
・
ナ
イ
報
告
書
」

の
方
向
性
が
「
ほ
ぼ
（
今
回

成
立
し
た
）
安
保
法
に
網
羅

さ
れ
」
た
、
と
報
じ
た
。

　

米
軍
へ
の
弾
薬
提
供
に
つ

い
て
中
谷
元
防
衛
大
臣
は

「
日
米
協
議
の
中
で
ニ
ー
ズ

が
出
て
き
た
」と
認
め
た
が
、

こ
と
は
弾
薬
に
と
ど
ま
ら
な

い
。
安
保
法
制
の
立
法
事
実

は
、
日
本
の
安
全
で
は
な
く

「
米
側
の
要
請
」
だ
っ
た
の

で
あ
る
。

　

事
実
、
米
国
の
外
交
政
策

研
究
誌
「
フ
ォ
ー
リ
ン
・
ポ

リ
シ
ー
」
は
安
保
法
制
の

衆
議
院
通
過
を
受
け
、「
ア

メ
リ
カ
の
防
衛
関
係
業
者

に
と
っ
て
は
非
常
に
良
い

ニ
ュ
ー
ス
」
と
喜
び
を
隠
さ

な
か
っ
た
。

　

軍
部
と
防
衛
関
係
業
者
が

結
託
し
た
「
軍
産
複
合
体
」

が
あ
る
。
ナ
オ
ミ
・
ク
ラ
イ

ン
は
名
著
『
シ
ョ
ッ
ク
・
ド

ク
ト
リ
ン
』
で
、「
ブ
ッ
シ
ュ

政
権
に
お
い
て
は
、
戦
争
成

金
が
政
府
に
接
近
し
よ
う
と

し
た
ば
か
り
で
は
な
く
、
政

府
そ
の
も
の
が
戦
争
成
金
で

構
成
さ
れ
て
い
た
」
と
し
、

綿
密
な
現
場
取
材
に
基
づ

く
事
例
を
あ
げ
、「
彼
ら
は
、

自
ら
惨
事
を
引
き
起
こ
す
こ

と
に
加
担
し
つ
つ
、
同
時
に

そ
こ
か
ら
利
益
を
得
て
い

た
」
と
喝
破
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
国
に
、
資
金
、

弾
薬
ば
か
り
か
若
者
の
血
ま

で
差
し
出
し
戦
争
成
金
た
ち

の
「
次
の
荒
稼
ぎ
」
を
支
援

す
る
の
が
、
安
保
法
制
の
重

要
な
一
面
で
は
な
い
か
。

　

権
力
監
視
は
い
つ
だ
っ
て

報
道
の
使
命
で
あ
る
。
戦
争

法
が
成
立
し
て
し
ま
っ
た

今
、
経
済
報
道
も
ま
た
、
戦

争
と
そ
の
利
権
に
目
を
光
ら

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

内
閣
は
、
国
会
の
臨
時
会

の
召
集
を
決
定
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
い
づ
れ
か
の
議

院
の
総
議
員
の
四
分
の
一
以

上
の
要
求
が
あ
れ
ば
、
内
閣

は
、
そ
の
召
集
を
決
定
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
憲
法
第

五
十
三
条

　

小
春
日
和
の
中
、
園
遊

会
が
開
か
れ
た
12
日
、
安
倍

総
理
は
谷
垣
幹
事
長
と
会
談

し
、
臨
時
国
会
を
見
送
る
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。「
い

つ
召
集
す
る
か
の
期
間
は
定

め
て
い
な
い
。」
と
言
う
官

房
長
官
が
所
属
す
る
自
民
党

の
憲
法
草
案
は
、
20
日
以
内

に
召
集
す
る
事
を
記
し
て
い

ま
す
。

　

江
田
五
月
民
主
党
憲
法
調

査
会
々
長
は
「
期
間
の
定
め

が
な
い
の
は
、
速
や
か
に
が

前
提
で
あ
る
為
で
、
そ
れ
を

歪
曲
し
て
解
釈
す
る
の
も
得

意
の
手
法
。」
と
述
べ
て
い

ま
す
。私
も
そ
う
思
い
ま
す
。

　

国
会
は
10
・
11
日
に
両
院

で
予
算
委
員
会
を
総
理･

Ｔ

Ｖ
入
り
で
行
い
、
そ
の
翌
日

に
見
送
り
を
確
認
し
た
事
に

な
り
ま
す
が
、
結
果
と
し
て

は
10
年
振
り
に
通
常
国
会
の

み
の
年
と
な
り
そ
う
で
す
。

　

環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
が

10
月
５
日
に
大
筋
合
意
と
報

じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

全
30
章
の
全
容
は
未
だ
情

報
開
示
を
続
行
中
で
す
が
、

元
々
交
渉
経
過
を
含
め
４

年
間
の
守
秘
義
務
が
掛
け
ら

れ
て
お
り
、
英
文
で
の
テ
キ

ス
ト
は
付
属
書
含
め
千
五
百

頁
、
日
本
で
の
テ
キ
ス
ト
概

要
は
僅
か
97
頁
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

今
は
国
益
に
叶
う
か
の
分

野
は
農
業
に
集
中
し
て
い
ま

す
が
、
各
自
治
体
の
業
務
に

関
わ
る
分
野
も
多
く
、
今
後

の
充
分
な
影
響
評
価
と
具
体

的
な
対
策
が
、
選
挙
を
前
に

し
て
の
バ
ラ
マ
キ
と
な
ら
な

い
様
に
し
っ
か
り
と
精
査
す

る
必
要
が
生
じ
て
い
ま
す
。

2015.10.20 自治労県本部女性部大会

常
総
へ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
連
合
茨
城
が
活
躍

　

連
合
茨
城
は
、
今
年
９
月

の
台
風
18
号
の
影
響
で
堤
防

決
壊
に
よ
る
甚
大
な
水
害
を

受
け
た
常
総
市
に
９
月
19
〜

23
日
、
10
月
13
日
〜
28
日
と

二
次
に
わ
た
り
、
延
べ
１
９

０
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ー

ム
（
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
連
合
茨
城
）

を
現
地
へ
派
遣
し
ま
し
た
。

　

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
連
合
茨
城
は
現

地
Ｖ
Ｃ
の
指
示
の
も
と
、
玉

地
区
・
若
宮
戸
を
中
心
と
し

た
、
被
災
家
屋
の
が
れ
き
除

去
、
家
財
の
撤
去
、
泥
の
か

き
出
し
清
掃
、側
溝
整
備（
泥

出
し
）、
土
砂
の
土
嚢
詰
め

な
ど
の
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

豪
雨
災
害
発
生
か
ら
２
ヶ

月
が
経
過
し
た
現
在
で
も
被

災
さ
れ
た
方
々
へ
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
は
継
続
し
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。

　

今
後
も
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
連
合
茨

城
は
現
地
Ｖ
Ｃ
と
連
携
を
取

り
な
が
ら
、
被
災
さ
れ
た

方
々
の
一
日
も
早
い
生
活
再

建
に
向
け
た
支
援
活
動
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

豪
雨
災
害
に
よ
っ
て
亡
く

な
ら
れ
た
方
へ
深
い
哀
悼
の

意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
被

災
者
の
皆
様
に
心
よ
り
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

常総市でボランティア支援するＴＥＡＭ連合茨城


